
あ
さ
く
さ
し
ば
ざ
き
ち
よ
う

茎
Ｔ

浅
車
芝
崎

町

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
八
月
―

一
九
九
九
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
台
東
区
文
化
財
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
俣
　
悟

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡
他

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浅
草
芝
崎
町
遺
跡
は
、
台
東
区
の
中
央
、
武
蔵
野
台
地
東
端
の
上
野
台
と
隅

田
川
の
中
間
に
位
置
し
、
東
京
低
地
西
側
に
立
地
す
る
。
本
調
査
は
、
台
東
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
調
査
で
あ
る
。

当
地
周
辺
は
、
近
世
以
前
に

は
千
束
池
な
ど
の
湿
地
が
広
が

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中

世
末
頃
か
ら
近
世
初
め
頃
に
は

水
田
化
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
後
整
地
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
調
査
地
は
江
戸
時

代
前
半
は

「井
上
中
務
小
輔
」
、
後
半
は

「小
笠
原
帝
刀
」
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。

調
査
以
前
は
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
地
で
あ
り
、
発
掘
は
そ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
対
象
と
し
た
。
主
要
な
確
認
面
が
三
面
あ
り
、
遺
構
は
建
物
基
礎

・
溝

・
土

坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
最
下
層
に
は
牡
蠣
の
堆
積
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
は
漆
器
椀

・
飾
り
な
ど
の
木
製
品
の
ほ
か
、
多
量
の
近
世
陶
磁
器
、
中
世

陶
器
、
古
代
の
須
恵
器
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「壱
□
」

「三
□
」
（左
側
面
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ蕃
溢
］反
驚

息
四

「［‐‐］［‐‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ∞⇔〇〉〈Ｐ卜〇〉〈卜〇　　〇６〕

「
五
□
」
（右
側
面
）

「三
□
」
（左
側
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞ω泉
μ卜反
認

ａ
］

「四
□
」
（右
側
面
）

「
五
□
」
（左
側
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞⇔叉
｝卜叉
３

ｏ２

(4)

（右
側
面
）

（左
側
面
）

三 五
□ □

「三
□
」
（右
側
面
）

Ｐ
∞
⇔
ｏ
×

Ｐ
の
ｏ
×

伽
呻
　

ｏ
⇔
Ｐ

中
∞
φ
ｏ
×

解
釦
ｏ
×

９
ω
　

ｏ
ω
Ｐ

(東京東北部)



こ
れ
ら
は
井
戸
枠
に
墨
書
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
井
戸
枠
は
発
掘

調
査
区
域
外
の
旧
校
舎
内
の
地
下
約
五
ｍ
よ
り
、
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
桶
状
に
材
を
縦
に
並
べ
て
、
竹
製
合
釘
で
合
わ
せ
、
竹
製
タ
ガ
で
締

め
て
い
た
よ
う
だ
。
な
お
働
と
０
は
接
合
し
て
い
た
。
墨
書
は
表
面
及
び
側
面

の
上
部
に
み
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
全
て
の
面
に
墨
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

表
面
は
無
論
、
側
面
に
も
な
い
場
合
も
あ
る
。
表
裏
面
は
基
本
的
に
黒
く
塗
ら

れ
て
い
る
が
、
塗
料
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
材
は
み

な
、
下
部
の
表
裏
面
を
削

っ
て
先
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
中
に
打

ち
込
む
た
め
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
井
戸
枠
の
最
下
段
の
部

材
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
そ
の
場
合
、
い
の
表
面
の

「壱
□
」
は
、
井

戸
枠
の
段
数
を
示
す
も
の
で
、
最
下
段
を

「壱
」
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

∩
悧
―
，
―
閉
回
―
ヽ
十
日
Ｈ
日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
日
Ｈ
Ｕ

Π
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

悧

Ｈ

Ｍ

日

Ｈ

Ｕ

Π
Ｈ
Ｈ
Ｍ
Ｈ
円
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
円
Ｈ
Ｍ
日
阿
Ｈ
Ｕ

そ
れ
な
ら
ば
墨
書
は

「壱
番
」
と
も
推
測
さ
れ
る
。
側
面
の
墨
書
は
、
継
ぎ
合

わ
せ
る
時
の
目
印

（合
印
）
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
Ｏ
①
の
接
合
面
は
、

共
に

「三
□
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
数
字
と
記
号

。
文
字
の
組
み
合
わ
せ

（
一
あ
る
い
は
二
字
）
に
な
ろ
う
。
他
例
で

「数
年
十

『丈
ヒ

（墨
田
区
江
東
橋

二
丁
目
遺
跡
調
査
団

『江
東
橋
二
丁
目
遺
跡
』

一
九
九
九
年
、
本
誌
未
収
）
や

「数
字

十

『掩
だ
ヒ

（港
区
汐
留
遺
跡

〔斉
藤
進
氏
の
ご
教
一不
〕、
本
誌
第
一
九
号
）
の
例
が

あ
る
。
年
代
は
近
世
の
可
能
性
が
高
い
が
不
明
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

台
東
区
教
育
委
員
会

『台
東
区
の
遺
跡
　
第
二
改
訂
版
』
盆
九
九
九
年
）

同

『台
東
区
文
化
財
百
五
展
考
古
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
全

九
九
九
年
）

（小
俣
　
悟
）

□
爾柑
囮
阿
脚
日
田
円
困
田
日
日
日
日
日
日
阿
耐
Ｍ
中
①

∩
Ｈ

同

□

円

Ｍ

日

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｍ

閂

―Ｉ

Ｕ

ｍ

ｍ

円

口

劇

側

閉

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

ＩＩＩ

Ｈ

Ｈ

Ｕ

□
　

　

　

　

　

③
□
　

　

　

　

　

め

ｎ
Ⅲ
側
Ｈ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
旧
Ｍ
Ｍ
出
側
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｉｌ
Ⅲ
ＩＩ１
１１１
阿
Ｗ
＝
ｕ
　
　
　
　
ｎ
＝
日
川
И
日
男
Ｕ
日
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ

く

1999年出土の木簡

(4)

□

ｎ
田
Ｍ
日
ｋｌ
Ｍ
Ｈ
隠
囚
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
同
Ｈ
Ｈ
Ｖ

内
円
Ｈ
Ｎ
Ы
耐
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｕ

哩
萎
晏
錨
出
】

雲

団

剛

酬

旧

旧

――Ｉ

Ｈ

日

Ｈ

悧

Ｈ

Ｉ
・
十

日

――

ぜ

∩
側
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
Ｈ
同
Ｈ
Ｈ
Ｕ

[ J

I I




